






























  1） 身体の難度（D1）と手具の難度（D2）の内容分析
  2） （D1）と（D2）の実施された時間配分と構成方法
  3） 手具要素と難度の関連
  4） 効果的な手具操作の構成方法


















A Study of Elements of Apparatus in the Composition of Rhythmic Gymnastics:













G 0.7点2個  I 0.9点1個  J 1.0点1個）ジャンプ4個（G 




個  G 0.7点2個  I 0.9点1個  K 1.1点1個  L 1.2点
1個）ジャンプ4個（E 0.5点1個  G 0.7点2個  H 0.8
点1個）ピボット1個（M 1.3点1個）バランス1個（G 
0.7点1個）合計12個の難度で構成されている。
ONUKI（JPN）選手は柔軟4個（F 0.6点2個  G 
0.7点2個）ジャンプ4個（E 0.5点2個  F 0.6点1個
H 0.8点1個）ピボット1個（2.7点1個）バランス3個（G 
0.7点2個  H 0.8点1個）合計12個の難度で構成さ
れている。
YAMAGUCHI（JPN）選手は柔軟5個（E 0.5点2
個  F 0.6点1個  G 0.7点1個  H 0.8点1個）ジャン
プ4個（E 0.5点1個  F 0.6点1個  H 0.8点2個）ピボッ









































図1   KANAEVAのボール 図2   KANAEVAのリボン
図3   STANIOUTAのボール 図4   STANIOUTAのリボン
図5   ONUKIのボール 図6   ONUKIのリボン














L 1.2点1個  H 0.8点2個  F 0.6点1個）ジャンプ5









J 1.0点1個  H 0.8点2個）ジャンプ4個（H 0.8点2
個  E0.5点2個）バランス1個（G 0.7点1個  柔軟3







個  F 0.6点1個  D 0.4点1個）ジャンプ4個（H 0.8
点1個  G 0.7点1個  F 0.6点1個  E 0.5点1個）バ
ランス2個（J 1.0点1個  G 0.7点1個）柔軟2個（G 0.7







L 1.2点3個）ジャンプ4個（H 0.8点1個  F 0.6点1
個  E 0.5点2個）バランス1個（H 0.8点1個）柔軟3

































































































































































































































図9   KANAEVAのボール 図10   KANAEVAのリボン
図11   STANIOUTAのボール 図12   STANIOUTAのリボン
図13   ONUKIのボール 図14   ONUKIのリボン










































































































































図17   KANAEVAのボール 図18   KANAEVAのリボン
図19   STANIOUTAのボール 図20   STANIOUTAのリボン
図21   ONUKIのボール 図22   ONUKIのリボン
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